








奥津 (1996a，b)などに倣って， (1) (2) (3)をそれぞれNQC，Q-no-NC， NQCと表示するこ
とにする 1)と，論点のひとつは，これらのタイプの聞に派生関係を認めるか否かということで






















































































































5 )実際は「幅Jも多様である。「数人」ではせいぜい3人から 8人程度としても 5~ 6程度の幅しかな















































































































































日 本 語 の 連 体 数 量 詞 と 遊 離 数 量 調 の 分 析
(28a) と (28b) は ， 派 生 関 係 に あ る の で は な い 。 意 味 は 全 く 異 な る 。 (28a) は 北 陸 自 動 車 道 を 走 っ
た が ， そ の 際 の 走 行 距 離 が 4 8 0 k m だ 、 と い う こ と で あ り ， 北 陸 自 動 車 道 の 長 さ に は 言 及 し て い な
い 。 一 方 ， (28b) は ， 北 陸 自 動 車 道 そ の も の の 長 さ が 4 8 0 k m だ 、 と い う こ と で あ り ， 走 行 距 離 は 全
く 言 及 さ れ て い な い 。 た ま た ま 「 北 陸 道 j と 1 4 8 0 k m J が Q - n o - N C タ イ プ で も N C Q タ イ プ で
も ( 意 味 は 異 な る も の の ) 成 立 す る と い う だ け の こ と に 過 ぎ な い 。 例 え ば ， 次 の (29a) は Q - n o -
N C タ イ プ の 数 量 調 文 に す る こ と が で き な い 。
29a) 市 内 を 2 0 k m 走 っ た 。
2 9 b ) * 2 0 k m の 市 内 を 走 っ た 。
こ れ ま で の 数 量 詞 に 関 す る 議 論 の 一 部 に は 実 際 は 派 生 関 係 に な い 別 の 文 と す る べ き も の を ，
派 生 関 係 が あ る か の ご と く 扱 っ て い る も の が あ る 。 こ れ は 本 来 ， 議 論 が 不 毛 な も の に な ら な い
よ う に あ ら か じ め 整 理 し て お く べ き 事 柄 で あ る あ る は ず だ 。 こ の 種 の ベ ア に つ い て は ， 3. 1 . 節 で
再 び 論 じ る 。
さ て ， 気 を つ け る べ き は ， (28b) の よ う な 文 は ， ヲ 格 名 詞 句 が な く て も よ い と い う こ と で あ る 。
30) 家 を 出 て か ら 5 k m 走 っ て 名 神 高 速 に 乗 っ た 。
locative と 解 さ れ る 「 を 」 の つ い た 場 所 名 詞 句 が な い 形 は 決 し て 珍 し く は な い 。 む ろ ん ， 論 理
的 に は 深 層 に 場 所 名 詞 句 が あ る と 考 え て も 差 し 支 え な い が 上 で 見 た よ う に そ の 場 所 名 詞 句 の
連 体 数 量 詞 と 表 層 に あ る 遊 離 数 量 詞 は 実 は 別 の も の な の で あ る 。
こ の ほ か に 「 か か る j と い う 動 詞 と 費 用 や 時 間 の 遊 離 数 量 詞 ( 句 ) は ， 対 応 す る 連 体 数 量 詞
文 を 持 た な い 。
31) 駅 ま で 20 分 か か る 。
32) 金 沢 ま で 930 円 か か る 。
こ れ ら は ， そ も そ も 数 量 表 現 に 関 わ る ガ 格 や ヲ 格 の 名 詞 句 が な く て も 成 り 立 つ 。 む ろ ん ， I駅
ま で 時 聞 が 20 分 か か る J I金 沢 ま で 運 賃 が 930 円 か か る j の よ う な 文 を 想 定 し て ， I駅 ま で 2 0 分 の
時 間 が か か る J I金 沢 ま で 930 円 の 運 賃 が か か る J と す る こ と は 可 能 で あ る 。 し か し ， こ う い っ
た 連 体 数 量 詞 文 は ， 意 味 的 な 余 剰 性 を 含 ん で い る た め ， 通 常 の 発 話 で は あ ま り 聞 か れ な い 。 遊
離 数 量 詞 だ け で 名 詞 句 が な い と い う の は ， Iか か る 」 と い う 動 詞 に 特 有 で あ る と い う よ り は ， I…  
ま で 20 分 J と 言 え ば 移 動 に 要 す る 時 間 と 分 か る し ， I… ま で 9 3 0 円 」 と 言 え ば 運 賃 と 分 か る と い
う こ と と 関 係 が あ り そ う だ 。 現 に 「 か か る 」 は 以 下 の よ う な 文 で は ガ 格 名 詞 句 を と る 。
33a) お 金 が か か る 。
33b)* お 金 か か る 。
33c) お 金 が か な り か か る 。
3 3 d ) か な り の お 金 が か か る 。



















































































































































































































































































































































































































































































いが実は，文意味 (sentencemeaning) 2 0)としても確認できることを示す。つまり，談話のレ

























































































93a) The wine spilled out over the table. 



























































































































































































































































































井上和子(1983) W日本語の文法規則j(大修館書庖・東京・ 268p.+ x) 
大木 充 (1987)i日本語の遊離数量詞の談話機能についてJ(W視聴覚外国語研究』第10号 大阪外国語大
学 pp.37-67)
奥津敬一郎 (1969)i数量的表現の文法J(W日本語教育』一四号 pp.42-61) 
奥津敬一郎 (1986a)i連体即連用? 第3回 数量詞移動 その一JU日本語学jVOL.15-1 明治書院
pp.112-119) 
奥津敬一郎 (1986b)i連体即連用? 第4回 数量詞移動 その二J(W日本語学jVOL.15-2 明治書院
pp.95-105) 




園広哲弥編 (1982) Wことばの意味3 辞書に書いてないことj(平凡社選書 73 園広哲弥・柴田武・長嶋
善郎・山田進・浅野百合子著 平凡社・東京・ 294p.) 
柴谷方良 (1978)W日本語の分析j(大修館書庖・ 376p.+ viii) 
矢i畢真人(1985)i連用修飾成分の位置に出現する数量詞についてJ(W学習院女子短期大学紀要j pp.96-
112) 
高見健一(1996)i日本語の数量詞遊離について 一機能論的分析-J (W日本語言語学会 第112回大会予稿
集J日本言語学会 pp.41-46 ならびに同大会での口頭発表)
Blakemore， Diane (1992) Vnderstαnding Utt(!rαnces， Blackwell， Oxford and Cambriage. 
Kato， Shigehiro (1995) "On the Semantic Features of Japanese Adjectives" in Tokyo Univer-
sity Linguistics p，α:pers (TULIP) VOL.14 Festschrift for Prof. Dr. TSUCHIDA 
ShigeT‘u The University of Tokyo pp.681-698. 
Kuno， Susumu (1978) " Theoretical perspectives on Japanese linguistics" in Problems in 
Jα:pnese Syntαxαnd Semαntics， Kaitakusha， J. Hinds and 1. Howard (eds) 
Lakoff， George (1987) Women， Fire，αnd Dαngerous Things -WhαtCαtegories Reveαlαbout 
the Mind-， The University of Chicago Press， Chicago and London 
Muraki， Masatake (1974) Presupposition αnd Themαtizαtion， Kaitakusha， Tokyo 
Shimozaki， Masaru (1989) "The Quantifier Float Construction in Japanese" (W言語研究 vol.
951 日本言語学会)
Smith， Neil and Wilson， Deirdre (1979) W現代言語学 ーチョムスキー革命からの展望-j (今井邦彦
監訳・山田義昭・土屋元子訳新曜社・東京 .1996年 modern linguistics 時 TheResult 
of Chomsky's Revolution， Penguin Books， Londonからの翻訳)
『言語学大辞典第6巻・術語編j(三省堂・東京・ 1995年)
『岩波国語辞典第五版j(西尾実・岩淵悦太郎・水谷静夫編 岩波書庖・東京・ 1994年)
-64-
